
文
部
省
科
学
研
究
費
学
術
定
期
刊
行
物
補
助
金
を
受
け
る

本
誌
は
昨
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
文
部
省
の
科
学
研
究
費
補
助
金
（
「
研

究
成
果
公
開
促
進
費
」
）
の
交
付
を
受
け
て
刊
行
し
て
い
る
。

投
稿
規
定
（
平
成
五
年
六
月
一
日
改
訂
）

｜
本
誌
に
掲
載
す
る
論
文
は
医
史
学
研
究
に
貢
献
し
う
る
も
の
で
他

は
随
時
開
催
す
る
。

１
こ
の
会
に
は
、
年
一
回
学
術
大
会
を
主
宰
す
る
た
め
に
会
長
を

一
名
お
く
。

２
会
長
は
、
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
、
通
常
総
会
毎
に
理
事
長
が

委
胴
す
る
。

３
会
長
の
主
宰
す
る
学
術
大
会
は
、
こ
の
会
の
通
常
総
会
と
同
時

点
で
開
催
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ

る
場
合
は
評
議
員
会
ま
た
は
総
会
の
承
認
を
得
て
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

４
会
長
の
任
期
は
、
学
術
大
会
を
議
決
し
た
通
常
総
会
の
翌
日
か

ら
次
の
学
術
大
会
を
終
了
す
る
と
き
ま
で
と
す
る
。

５
会
長
は
必
要
に
応
じ
理
事
会
に
出
席
し
こ
れ
と
密
接
な
連
絡
の

も
と
に
計
上
予
算
を
勘
案
し
て
企
画
運
営
す
る
。

６
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
ま
た
は
欠
け
た
と
き
は
新
た
に
会
長

を
委
嘱
す
る
ま
で
理
事
長
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

７
会
長
は
、
学
術
大
会
関
係
事
務
を
委
嘱
す
る
た
め
に
、
会
員
の

う
ち
か
ら
学
会
委
員
若
干
名
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
学
術
集
会
は
随
時
理
事
長
主
宰
の
も
と
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

誌
に
未
発
表
の
も
の
と
す
る
。

｜
｜
投
稿
者
の
資
格
は
共
著
者
も
含
め
て
本
学
会
会
員
と
す
る
。
た
だ

し
編
集
委
員
会
が
特
に
認
め
た
も
の
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

三
原
稿
の
区
分
は
、
原
著
・
総
説
・
研
究
ノ
ー
ト
・
広
場
・
資
料
・

紹
介
・
消
息
等
と
し
、
そ
の
採
否
は
編
集
委
員
会
が
決
定
す
る
。

原
著
・
研
究
ノ
ー
ト
は
編
集
委
員
会
の
委
嘱
す
る
審
査
委
員
が
査

読
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
採
否
お
よ
び
区
分
を
編
集
委
員
会
が

決
定
す
る
。

四
執
筆
要
項

ａ
原
稿
は
二
○
○
字
ま
た
は
四
○
○
字
詰
め
縦
耆
き
原
稿
用
紙
を

使
用
の
こ
と
。
ワ
ー
プ
ロ
（
縦
害
）
の
使
用
も
可
。
一
行
は
二

○
字
ま
た
は
四
○
字
と
し
行
数
を
原
槁
に
記
す
こ
と
。

ｂ
原
著
・
総
説
・
研
究
ノ
ー
ト
・
広
場
・
資
料
の
場
合
は
、
欧
文

表
題
・
ロ
ー
マ
字
著
者
名
を
原
稿
の
末
尾
に
記
し
、
原
著
お
よ

び
研
究
ノ
ー
ト
に
お
い
て
は
欧
文
抄
録
（
二
五
○
語
以
内
）
と

そ
の
対
訳
和
文
を
添
え
る
こ
と
。

Ｃ
欧
文
題
名
・
欧
文
抄
録
で
の
日
本
人
名
の
表
記
に
つ
い
て
は
、

五
外
国
語
原
稿
の
ｅ
項
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。

ｄ
原
稿
の
末
尾
に
著
者
の
所
属
お
よ
び
連
絡
先
を
記
載
す
る
こ
と
。

ｅ
表
記
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
・
人
名
用
漢
字
以
内
で
、
新
か

な
づ
か
い
を
使
用
す
る
。
難
字
は
欄
外
に
も
措
書
で
別
記
す
る
。

ｆ
外
国
の
人
名
・
地
名
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
の
ほ
か
は
初
出

の
箇
所
に
原
綴
ま
た
は
ロ
ー
マ
字
を
添
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ｇ
図
・
表
は
明
瞭
に
書
き
、
写
真
は
原
則
と
し
て
白
黒
の
紙
焼
き

と
す
る
。
裏
に
は
著
者
名
・
番
号
・
天
地
を
明
記
し
、
挿
入
位
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置
を
原
稿
中
に
明
示
す
る
こ
と
。

ｈ
注
・
参
考
文
献
は
末
尾
に
ま
と
め
、
本
文
初
出
順
に
算
用
数
字

の
通
し
番
号
（
１
）
、
（
２
）
。
：
を
つ
け
て
、
照
合
の
便
宜
を
は
か

る
こ
と
。

ｉ
参
考
文
献
の
引
用
の
仕
方
は
①
雑
誌
の
場
合
は
、
著
者
名
・
論

文
題
目
・
雑
誌
名
・
巻
・
号
・
頁
・
年
次
（
西
暦
、
和
暦
い
ず

れ
も
可
）
の
順
に
書
く
。
②
単
行
本
の
場
合
は
、
著
者
名
・
書

名
・
該
当
頁
・
発
行
所
名
・
発
行
地
・
年
次
を
記
載
す
る
。
③

編
著
書
の
場
合
は
、
著
者
名
・
論
文
題
目
・
著
者
名
（
編
者
名
）
・

該
当
頁
・
発
行
所
名
・
発
行
地
・
年
次
と
す
る
。
④
古
文
献
の

場
合
、
江
戸
時
代
以
前
の
国
耆
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、

編
著
者
名
・
書
名
・
成
立
年
・
刊
行
年
（
も
し
く
は
抄
写
年
）
・

発
行
者
名
・
発
行
地
な
ど
、
必
要
な
ら
ば
該
当
丁
（
葉
）
あ
る

い
は
頁
数
も
し
く
は
項
目
名
を
記
し
、
稀
潮
本
に
つ
い
て
は
所

蔵
者
名
も
明
記
す
る
こ
と
。
清
代
以
前
の
漢
籍
（
和
刻
本
・
日

本
写
本
も
含
む
）
に
つ
い
て
も
、
前
記
に
準
ず
る
。

（
例
）

【
雑
誌
〕
宗
田
一
「
司
馬
江
漢
の
西
遊
を
め
ぐ
っ
て
」
「
日
本
医
史

学
雑
誌
」
三
○
巻
四
号
、
四
二
五
～
四
三
一
頁
、
一
九
八

四
（
昭
和
五
十
九
年
）

【
単
行
本
】
富
士
川
海
『
日
本
医
学
史
』
五
四
頁
、
形
成
社
、
東
京
、

一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
年
）

【
編
著
書
】
大
塚
恭
男
「
中
国
医
学
の
伝
統
」
、
村
上
陽
一
郎
編
「
医
学

思
想
と
人
間
』
（
知
の
革
命
史
６
）
六
三
～
九
四
頁
、
朝
倉

書
店
、
東
京
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
年
）

五
外
国
語
原
稿

ａ
外
国
語
原
稿
は
、
原
則
と
し
て
英
語
・
独
語
・
仏
語
い
ず
れ
か

と
す
る
。

ｂ
外
国
語
の
原
稿
は
原
則
と
し
て
、
一
行
約
六
五
字
、
一
頁
に
二

五
行
、
ダ
ブ
ル
ス
ペ
ー
ス
（
一
行
お
き
）
で
印
字
す
る
。

Ｃ
イ
タ
リ
ッ
ク
・
ゴ
シ
ッ
ク
・
ギ
リ
シ
ャ
文
字
等
は
か
な
ら
ず
朱

筆
で
指
定
す
る
。

ｄ
川
本
語
・
中
国
語
を
欧
文
表
記
す
る
時
は
、
初
出
の
箇
所
に
漢

字
を
付
記
す
る
。

ｅ
日
本
人
名
を
欧
文
表
記
す
る
際
に
は
原
則
と
し
て
名
を
先
に
、

姓
を
後
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
不
自
然
な
場
合
は
ケ
ー
ス
・

バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
扱
っ
て
差
し
支
え
な
い
・

ｆ
中
国
語
の
欧
文
表
記
は
、
現
代
中
国
語
音
の
ロ
ー
マ
字
綴
り
（
ピ

ン
イ
ン
式
）
と
す
る
。
引
用
文
献
が
ウ
ェ
ー
ド
式
の
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

９
注
・
文
献
・
図
表
に
つ
い
て
は
、
和
文
原
稿
の
規
定
に
準
ず
る
。

ｈ
題
名
中
に
書
名
が
出
現
す
る
場
合
は
、
引
用
符
↑
《
》
．
で
囲
み

イ
タ
リ
ッ
ク
体
を
使
用
し
な
い
。

（
例
）

【
雑
誌
〕
ｚ
戸
言
○
コ
》
ぐ
．
る
竺
曾
旨
吾
①
同
滞
⑳
旦
雪
の
９
具
①
日
冒
‐

【
四
国
例
．
画
三
房
目
〕
＆
弓
①
函
耐
さ
目
と
呉
冨
①
巳
の
ヨ
の
記
辛

函
昌
、
’
四
四
心
望
］
や
、
吟
．

【
単
行
本
】
弓
①
旦
病
言
○
、
恥
弓
房
厨
三
眉
盟
旦
白
の
閉
西
国
の
弓
暑
ａ

向
旦
一
①
己
印
冨
時
○
冒
号
①
の
［
①
の
一
＄
８
号
①
顕
①
四
コ
コ
ヨ
媚
め
旦

冨
○
片
目
ｚ
の
昌
○
さ
喝
．
ご
ａ
＆
、
誤
ｌ
き
ゞ
盲
言
扇
西
目
，
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置
房
口
員
『
ｇ
鰹
ご
勺
吊
膀
》
国
四
言
日
日
①
》
］
君
』

【
編
著
書
】
三
，
○
国
『
８
－
＄
〉
○
戸
曾
己
馬
ぐ
ｇ
ゞ
騨
鈩
・
酔
函
匡
目
○
日
ご
‐

弓
『
智
晟
官
耳
斤
旦
冒
席
蛎
Ｈ
ｇ
①
勗
旦
国
Ｃ
Ｑ
望
甸
三
月
武
○
阜
曽
己

吾
の
ロ
２
座
呂
冒
①
昌
旦
両
邑
Ｃ
Ｑ
ヨ
三
○
喝
．
』
露
’
四
認
雪

昌
の
○
・
国
３
巳
筋
．
○
戸
自
己
○
国
扁
画
①
亘
．
勺
司
・
（
＆
巴
即

弓
言
①
西
耐
８
吋
言
巴
ロ
①
ご
里
Ｃ
官
己
の
昌
旦
勺
ゴ
ピ
四
○
旨
唱
、
巴

弓
百
○
巨
蝿
三
．
自
罠
己
閏
・
Ｚ
①
弓
屋
○
ユ
ハ
》
岳
謬
．

六
投
稿
原
稿
は
、
コ
ピ
ー
を
一
部
添
付
す
る
こ
と
。
原
稿
は
著
者
校

正
の
際
も
原
則
と
し
て
返
却
し
な
い
の
で
、
手
元
に
コ
ピ
ー
を
一

部
残
す
こ
と
。

七
著
者
校
正
は
、
原
則
と
し
て
原
著
・
総
説
・
研
究
ノ
ー
ト
・
広
場
・

資
料
を
対
象
と
し
、
初
校
の
み
と
す
る
。
校
正
は
印
刷
上
の
誤
植

を
訂
正
す
る
に
留
め
、
原
稿
の
改
変
や
、
そ
の
他
の
組
み
替
え
は

認
め
な
い
。
校
正
刷
り
の
返
送
期
日
を
厳
守
す
る
こ
と
。
期
ｕ
ま

で
に
返
却
さ
れ
な
い
場
合
は
責
了
と
み
な
す
。

八
刷
り
上
り
一
○
印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
○
○
字
詰
原
稿
用
紙
で
二
四
枚
）

ま
で
は
原
則
と
し
て
無
料
と
し
、
超
過
分
と
図
表
製
版
の
実
費
は

著
者
負
担
と
す
る
。

九
論
文
別
刷
は
五
○
部
単
位
と
し
実
費
で
作
製
す
る
。
別
刷
希
望
者

は
校
正
刷
同
封
の
申
込
書
に
部
数
を
明
記
す
る
こ
と
。

一
○
原
稿
の
送
り
先

〒
一
一
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
ｌ
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

日
本
医
史
学
雑
誌
編
集
委
員
会

方
の
大
変
な
努
力
で
、
発
表
者
も
参
加
者
も
大
い
に
満
足
し
て
盛
り
上

が
っ
た
学
会
で
あ
っ
た
。
関
係
者
の
ご
苦
労
に
感
謝
し
て
い
る
。

総
会
直
前
に
な
っ
て
、
名
誉
会
長
の
大
鳥
蘭
三
郎
先
生
の
ご
逝
去
と

い
う
悲
報
が
入
っ
た
。
こ
の
所
十
年
近
く
学
会
に
姿
を
お
見
せ
に
な
ら

ず
療
養
生
活
を
続
け
て
お
ら
れ
た
が
、
一
九
三
二
年
に
慶
応
の
医
学
部

を
卒
業
と
当
時
に
医
史
学
研
究
の
道
に
足
を
踏
み
込
ま
れ
た
の
だ
か
ら

医
史
学
に
貢
献
さ
れ
た
期
間
は
抜
群
に
長
く
、
業
績
を
沢
山
残
さ
れ
た
。

あ
の
独
特
の
優
し
い
笑
顔
は
諸
兄
姉
の
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
こ
と

だ
ろ
う
。
本
誌
が
お
手
元
に
届
く
頃
、
九
月
二
三
日
に
「
偲
ぶ
会
」
が

開
か
れ
る
。

学
会
後
、
今
度
は
関
西
の
重
鎮
日
本
医
史
学
会
の
常
任
理
事
で
あ
る

宗
田
一
先
生
が
大
鳥
先
生
の
後
を
追
う
よ
う
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
精
力

的
に
執
筆
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
た
の
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
昨
年

秋
、
兵
庫
県
の
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
像
」
が
あ
る
西
紀
町
で
元
気
に

発
表
し
て
お
ら
れ
た
お
姿
か
ら
は
想
像
も
で
き
な
い
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

学
会
の
巨
星
が
続
い
て
消
え
、
淋
し
さ
一
入
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
誌
を
見
て
頂
く
と
分
か
る
よ
う
に
、
力
作
が
目
白
押
し

で
あ
る
。
本
誌
に
発
表
し
た
論
文
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
日
本
医
史
学
会

の
学
術
奨
励
賞
を
今
年
受
け
た
ミ
ヒ
ェ
ル
氏
の
「
カ
ス
パ
ル
」
を
巡
る

一
連
の
論
文
な
ど
読
み
ご
た
え
の
あ
る
充
実
し
た
号
に
な
っ
た
。

諸
兄
姉
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
る
。
投
稿
規
定
に
も
う
一
度
目

を
通
し
て
か
ら
ご
執
筆
く
だ
さ
い
。
（
大
村
敏
郎
）

編
集
後
記

今
年
の
日
本
医
史
学
会
総
会
は
さ
わ
や

か
な
札
幌
で
行
な
わ
れ
た
。
地
元
の
先
生

(215)497


